
　国
民
文
化
祭
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
内

福
祉
施
設
や
小
・
中
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
、

団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
京
都
を
舞
台
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
工
芸
美
術
作
家

３
７
０
人
が
所
属
す
る

「
京
都
工
芸
美
術
作
家
協

会
」
の
結
成
65
周
年
記
念

の
作
品
展
示
会
が
、
国
民

文
化
祭
に
合
わ
せ
「
南
丹

市
巡
回
展
」
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
今
日
か
ら
明
日
へ
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
の
作
品
を

含
む
２
１
４
点
が
並
べ
ら

れ
、
訪
れ
た
人
々
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
南
丹
地
域
の
２
市
１

町
の
文
化
振
興
を
目
指
す

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

「
南
丹
美
術
工
芸
教
育

展
」
と
「
南
丹
工
芸
文
化

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
美
術
工
芸
教
育
展
で
は
、

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
に
お
い
て
南
丹
地
域
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
校
生
や
、
特
別
支
援
学
校
の
皆

さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
（
1
）
工
芸
文

化
祭
で
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
残
す
町
家
で
市
内

工
芸
作
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
2
）
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
、
園
部
公
民
館
で

は
、
も
の
づ
く
り
の
技
を
学
べ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
3
）
や
、
竹
や
紙
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
作
品
が
並
び
、

子
ど
も
た
ち
が
見
て
触
っ
て
遊
べ
る
展
示
（
4
）
の
ほ

か
、
南
丹
市
文
化
協
会
や
女
性
の
館
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
文
化
活
動
作
品
展
示
（
5

6
）
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心
温
ま
る
手
づ
く

り
作
品
の
展
示
・
販
売
（
7
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
1
9
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
南
丹
市
を
は
じ
め

２
市
１
町
が
南
丹
地
域
の

文
化
振
興
を
目
指
す
ジ
ョ

イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国

民
文
化
祭
に
向
け
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
南
丹
市
美
術
工
芸
教
育

展
と
南
丹
工
芸
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
美
術
工
芸
教
育
展
（
7
）
で
は
、
国
際
交
流
会
館
に

お
い
て
南
丹
管
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
高
校

生
や
、
特
別
支
援
学
校
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

（
1
）

　
工
芸
文
化
祭
で
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
残
す
町

屋
で
市
内
工
芸
作
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
①
）
や

美
山
の
卵
、
園
部
れ
ん
げ
米
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
（
②
）
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流
会
館
、

園
部
公
民
館
で
は
、
実
際
に
も
の
づ
く
り
の
技
を
学
べ

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
③
）
や
、
市
民
の
文
化
活
動
に
よ

る
作
品
展
示
（
④
）
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心

温
ま
る
手
づ
く
り
作
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
募
に
も
と
づ
い
て
、
陶

芸
や
ガ
ラ
ス
、
染
織
な
ど
９

部
門
に
わ
た
る
工
芸
作
品
が

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
審
査

に
よ
り
、
入
賞
10
点
、
奨
励

賞
48
点
、
入
選
46
点
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
最
優
秀
賞
の

文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た

古
家
喜
義
さ
ん
（
香
川
県
）

を
は
じ
め
、
10
人
の
入
賞
者

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
文
化
博
物
館
を
訪
れ
た

方
々
は
、
作
品
に
込
め
ら

れ
た
想
い
や
優
れ
た
技

法
、
暮
ら
し
に
息
づ
く
工

芸
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
工

芸
文
化
を
堪
能
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

想
い
を
技
に「
暮
ら
し
に
息
づ
く
用
の
美
」

美
術
展「
工
芸
」10月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）

南
丹
市
立
文
化
博
物
館

◆
連
携・協
働
事
業
◆

　
日
本
の
原
風
景
が
残
る
美

山
か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
文
化

の
心
で
絆
を
結
び
、
広
げ
て

い
く
た
め
、
「
灯
り
の
祭

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
竹
灯
り
の
創
作
な
ど
で
全

国
を
回
っ
て
い
る
「
ち
か
け

ん
」
が
手
掛
け
た
大
小
約

８
２
０
基
の
竹
灯
り
が
、
訪

れ
た
約
１
５
０
０
人
を
灯
り

の
世
界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん

が
心
を
込
め
て
作
製
し
た
作

品
が
、
辺
り
一
面
に
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
か
わ
い
い
絵
や
ね
」

「
こ
こ
に
い
る
と
不
思
議
な

感
じ
が
す
る
ね
」
そ
う
話
す

家
族
連
れ
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る

「
灯
り
」
に
照
ら
さ
れ
た
幻

想
的
な
か
や
ぶ
き
民
家
の
風

景
に
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

忘
れ
か
け
て
い
た
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し

つ
つ
、
心
温
ま
る
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
作
品
は
３
９
１

点
。
そ
の
中
で
審
査
希
望

の
あ
っ
た
２
３
５
点
の
作

品
を
、
「
美
山
か
や
ぶ
き

の
里
保
存
会
」
な
ど
が
審

査
し
ま
し
た
。

　
自
分
を
の
び
の
び
と
表

現
し
、
見
る
人
に
元
気
を

与
え
る
点
が
評
価
さ
れ
、

殿
田
小
学
校
２
年
の
仁
藤

陶
貴
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
ツ
ナ
グ

灯
り
の
祭
典

11
月
３
日
（
木
）

美
山
か
や
ぶ
き
の
里

■
京
都
工
芸
美
術
作
家
協
会
展

10
月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）
　南
丹
市
立
文
化
博
物
館

■
京
都
丹
波
文
化
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１

1

2

3

4
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